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3学期始業式
8日(水)、3学期が始まりま

した。3年生は、１月中に学年

末考査があり、いよいよ卒業に

向けての準備に入っていきま

す。

始業式では安岡校長から「３

年生は残り少ない高校生活を大

。 、 ，切にして欲しい 3学期は 1

2年生にとっても1年のしめくくりの学期となる。本校の校訓「進取

創造」のとおり、新年を迎え気持を新たに様々な事にチャレンジし、

自分の目指す進路に向かって学んでほしい 」という話がありました。。

3学期始業式

「私の町のたからもの」ＥＳＤ学習①
古座校舎1学年では昨年に続きＥＳＤ(持続発展教育)の取組で〔自分が思

う「世界に伝えたい私の町のたからもの 〕の調べ学習を行いました。」

〔学習の流れ〕①一人ひとりが、たからものを見つける。 ②写真撮影。

③内容、ナレーション等についてアイデアを練る。④絵コンテを作る。⑤

パソコンで1分30秒のスライドショーを作成し、発表する。⑥クラス全

員による投票。

投票結果（上位５作品）

順位 タ イ ト ル 作 成 者 氏 名 得票数

1位 我が家のたくあんづくり 南 道 也 17

2位 私の町の宝物(古座川町) 和田 茉奈美 13

3位 私の町の宝物(古座) 中村 僚 12

４位 守られてきた町の自然 垣 実 咲 10

5位 僕の町の宝物(太地) 山本 喬士郎 7

（※）以下発表されたスライドシートの一部です。

私の町の宝物(古座)(３位)

守られてきた町の自然(４位)

発表会の様子

僕の町の宝物(太地)(５位)

我が家のたくあんづくり(１位)

私の町の宝物(古座川)(２位)

24日(木)放課後、新春百人一首大会決

勝が古座校舎図書館にて開催されました。

16日(木)各校舎で行われた予選を勝ち抜い

、て決勝に進出した5名による対戦でしたが

結果は古座校舎坂本君が100枚中の42枚

を獲得し、昨年に続いて連続優勝を果たし

ました。

【優勝した坂本 創 君の話】

坂本君・高柳君(串本)・城内君(串本）)

古座校舎での決勝

世界遺産フィールドワークＥＳＤ学習②
27日(月)1年生が田辺市本宮町にフィ

ールドワークに出かけました。世界遺

産センターの先生から説明を受けなが

ら、平岩口から三軒茶屋、祓所皇子を

経て本宮大社までを散策しました。気

温は高くありませんでしたが、天候に

も恵まれ、有意義な１日を過ごすこと

ができました。なお、帰途に熊野三山

のひとつである熊野速玉大社にも立ち

寄りました。２月には那智山へのフィ

ールドワークを行う予定です。

(※)１年生４名に感想を聞きました。

古道を歩く生徒達

世界遺産センター大浜先生の説明

学校評議員会 2年振替休業3日 月( ) 17日 月( )

追認考査発表 1年進路アセンブリー(午後)6日 木( )

修学旅行結団式 校内マラソン大会4限～10日 水( ) 19日 水( )

2年追認考査 人権LHR11日 月( ) 建国記念の日 20日 水( )

スキー修学旅行（15日帰校） 校内マラソン大会予備日21日 金( )

入学者選抜検査一般出願(1)12日 水 24日 月( ( )) 薬物乱用防止講座(1年)

3年登校日 消費者講話 第 2次校内マラソン大会

入学者選抜検査一般出願(2)1３日 木 25日 火( ( )) 3年追認考査

1年進路ガイダンス(午後) 1，2年学年末考査発表

世界遺産フィールドワーク 防災学習14日 金 27日 木( ( ))

(1年 那智山ほか） 卒業式予行28日 金( )

昨年先輩に誘われて参加してとても楽し
かったので、今年もでたけど、連続優勝で
きると思わなかったので勝ててうれしかっ
た。ここに出たおかげで百人一首はすべて
覚えることができました。この大会がもっ
と盛大なものになって欲しいと思います。

はじめて行くところばかりだった。
世界遺産センターの先生の解説がわか
りやすく、楽しく歩くことができた。
本宮、速玉の二つの神社のことについ
てよく理解できた。(内田実優菜さん）

熊野古道を歩くのは初めてで自然
の雄大さを感じた。本宮大社や速
玉大社は立派で感動した。後世に
残していかなければならないと思
った。大変いい経験ができた。
このような機会がまたあればいい

)と思う。(小西達也君

解説の先生の説明がわかりやすくてよかった。熊野古道が世界遺産として大
切に保護されていることに驚いた。本宮大社も速玉大社もはじめて行ったが大
きくて感動した。バスでの移動が大変だったが、住んでいても地域のことにつ
いて知らないことも多いのでこのような取組は意味があると思う。(南道也君)

熊野古道が昔から大切にされてきた
ことがよくわかった。これからもこの
道を維持し守っていくのが今生きてい
る自分達の責任だと思う。将来機会が
あればボランティア団体にでも入って
世界遺産の保存に関わりたいと思った。

(飯田拓夢君)


